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登録リスト（該当：17件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～「史的ニ上田」編～]	【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～「史的ニ上田」編～	突然ですが、皆さんは銭湯に行ったことはありますか？

銭湯というと、富士山の壁画が描かれた、東京の大きな下町銭湯を思い浮かべる人が多いと思います。ここでいう銭湯とは、法律で定められた一般公衆浴場のことです。

ここ上田市にも、地域に根付いた街のお風呂屋さん、銭湯が2軒あります。ですが最盛期には、なんと24軒もの銭湯がありました。昔は市街地ではお風呂のある家庭は一般的ではなく、農村部のお百姓さんの家、どこかの大富豪の社長さんの家など、限られた家庭にしかありませんでした。そこで、「浴場業（銭湯）」という一つの業種が確立されたんですね。今回は、上田市の銭湯を研究するための必読書、「史的ニ上田（15）上田の銭湯」という文献をご紹介します。
（画像は、文中にも登場する中央3丁目（松原町）の「竹の	2024-02-12
	2	[image: 6代松平忠優（忠固）はどんな人物か]	6代松平忠優（忠固）はどんな人物か	下の画像：ミッチーの画像を引用
　
　上田市中央にある願行寺の松平氏の墓所を訪れた。写真に見えるのは、四角い石碑を外して、右手側から、上田藩6代藩主の松平忠優（ただます）またの名を忠固（ただかた）、4代藩主の松平忠済、そして忠済の嫡男で20歳くらいで若くして亡くなった忠英（ただつね）の墓である。この記事では、松平忠固の功績を取り上げたい。
　忠固を一言で表すとすれば、幕府の体制を、開国つまり外国と貿易を始めるよう向かわせた人物である（オランダ、中国、朝鮮は入らない）。なぜか。忠固は二度、幕府の中枢つまり幕閣で老中という役職を務めている。そして、忠固の一度目の就任期間時には、幕府は日米和親条約を締結し、二度目の就任期間時には、幕府は日米修好通商条約を締結している。忠固は開国派の立場を	2024-02-08
	3	[image: 大湯　別所温泉]	大湯　別所温泉	【木曽義仲ゆかり葵の湯〜北条氏ゆかりの湯】
木曽義仲がはるか上洛の機をうかがっていた頃、愛妾葵の御前としばしば入浴していたので「葵の湯」とよばれていました。
その後、北条義政が浴室を建て、北条湯ともよばれていましたが、後にその溢れ出る湯の量の多さから「大湯」と改められました。
→引用
https://www.bessho-spa.jp/sight/spa.html

かぼさ
・写真撮るの忘れてしまいました。
・無料駐車場からは行きは上りで少し歩きます。
・入浴料200円と安くて驚きました。(いつも行く温泉の三分の一)
・アメニティなどは近くの券売機？で購入できます。
・シャワーではないので、そこが注意点です。またドライヤーは有料なのとコンセントがないので、基本濡れたまま帰るかお金を払うしかありません。髪が長い方は時間が足りず。100円じゃ乾きき	2024-02-01
	4	[image: おかっぱ頭のすすめ]	おかっぱ頭のすすめ	まだ小さい女の子の髪型はおかっぱにした方が親が切るとき楽だし、衛生的にもよいと書かれている。	2023-12-14
	5	[image: 2019年、台風19号／崩落した鉄橋と跡形もない河川敷の森]	2019年、台風19号／崩落した鉄橋と跡形もない河川敷の森	台風19号の大きな衝撃の一つは別所線の鉄橋の崩落です。2019/10/13、全国にも大きく報道されました。鉄橋は崩落したものの堤防は間一髪のところで崩壊を免れています。もしこれが崩落したら広大な川沿いの住宅地が浸水被害になるところでした。この画像はそれから数日後10/19の記録です。

ここで注目いただきたいことは河川敷にあった樹木の森が全く消滅していることです。数多くあった大きな樹木が根こそぎ流され、堤防や鉄橋に激しく衝突した結果、堤防と鉄橋の崩落をもたらしたのではないかと推察します（誰も崩落の要因を語る人はいませんが）。	2023-10-16
	6	[image: 明治時代のお洒落と色]	明治時代のお洒落と色	
https://jpsearch.go.jp/item/dignl-848938 

婦人の装飾には二方面があり、そのいずれもおざなりにはできない。二方面とは第一が肉体の美、第二が服飾の美とある。
肉体の美とは、紅を塗り白粉を施しあるいは肉色を麗しくはせ、あるいは穢れを着けず、あるいは手の指を美しくさせ、あるいは爪紅を入れあるいは顔立ちによって白粉の塗り方を違える。
顔色を良くする化粧や、顔立ちによって化粧を変える等は現代と共通していることがわかる。

服飾の美とは髪の飾りから始めて、衣服、指輪、下駄など体の格好に応じて帯の締め方もあり、顔の色に応じて半衿や羽織などの色の去り嫌いもあり、良くも悪くもこれひとつでどうでもなる。とある。
顔の色に応じて服装や化粧を変えるのは、今で言う「パーソナルカラ	2023-02-08
	7	[image: 幼女児おかっぱすすめ（『西塩田時報』第８４号（１９３０年１１月１日）２頁）]	幼女児おかっぱすすめ（『西塩田時報』第８４号（１９３０年１１月１日）２頁）	学校便りのようなものに、運動するときや勉強するときに邪魔にならないために髪型をおかっぱにすることを進めている記事がありました。
昔の女の子はおかっぱのイメージがありますが、こんな理由でおかっぱの子が多かったのかなと思いました。

▼この記事は以下から参照できます。
#364 #364 『西塩田時報』第84号(1930年11月1日)2頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0364.jpg	2022-12-21
	8	[image: 月窓寺]	月窓寺	月窓寺は海野一族の真田幸隆公の弟、隆永公の開基です。
山門は竜宮門(鐘楼門)で天井には龍の鏝絵が描かれています。
境内には上田市出身の様式兵学者で知られる「赤松小三郎」の遺髪の墓があります。

写真にもあるように、千羽鶴がたくさんあってびっくりしました。	2022-11-30
	9	[image: 上田の蚕業について④]	上田の蚕業について④	蚕業を行っていた頃の農家の主婦についても現在の社会の状況と重なる部分が多々あります。
女性の労働について記録された書籍(「人権の確立と女性のあゆみ」 (平成14年)編集者　上田市誌編さん委員会　発行者　上田市・上田市誌刊行会より)に載っている写真を見ると、家の一角のような場所で女性や子どもが写っていたり、女性が男性に交じって働く写真があったり、特定の性別や年齢で限らず、人々の生活に蚕業が根付いていたように思われます。特に女性の仕事は家事育児、給桑作業や農作業など多岐にわたるように見受けられました。
同誌によると、

「明治から大正期に蚕糸業が全盛であった上田地域では、多くの農家の主婦が蚕の世話に始まる農作業や家事に追われ、目の回る忙しさでした。乳幼児をかかえた母親たちも例外ではなく、重	2022-11-28
	10	[image: 草津アカデミー2022コンサートを聴く#2]	草津アカデミー2022コンサートを聴く#2	「草津夏期国際音楽アカデミー&フェスティヴァル2022」は8/30が最終日。クロージングコンサートを聴きに出かけました。上田からは約90分で草津に着きます。会場に着くなりアルプホルンの演奏での出迎えを受けました。コンサートが終わり、帰りの頃にはさすがに高原らしく周囲がフォギーになっていました。黄泉の国に入り込んでしまったかのようです。

この日はロッシーニの作品が主。シェーンベルク編曲の『セビリアの理髪師』からのピアノ４手連弾の編曲作品３曲は出色でした。ピアノ連弾の演奏も素晴らしい。サン＝サーンスの『ピアノ五重奏曲』は初めて聴く曲。こんなにいい曲を書く方だったのかとサン＝サーンス再発見でした。

＜クロージング・コンサート　曲目と演奏者＞
(1) ロッシーニ：序曲～歌劇『アルジェのイタリア女』より	2022-09-03
	11	[image: 2 文明開化]	2 文明開化	この時代は西洋の文化が日本に浸透し始め、現代につながる様々な変化が生じた時代です。
食や服飾、建築などの文化において西洋の要素を取り入れ、模倣し、日本のものを取り入れるなどをして洋風に変わっていきました。

服装に関しては軍人や役人、上流階級の人の間には制服や礼服として早くから洋服が広まっていきました。庶民の間では着物が一般的であり、外で洋服を着ている男性も家では和服に着替える等の例もあったそうですが、髪型は明治に入り大きく変わりました。「散髪令」によってちょんまげを切ることが強制されました。男性は誰もが洋風の短髪になり、それに合わせて山高帽などの帽子も流行るようになりました。
女性は明治に入っても着物に日本髪が主流でしたが、化学染料を使った染物や西洋風の模様が取り入れられ、	2022-02-08
	12	[image: 上田の人物伝一覧(『上田市史』1940から)]	上田の人物伝一覧(『上田市史』1940から)	『上田市史・下巻(1940)』の「社寺古墳及人物誌／人物篇」をハイパーメディア化。（長野大学「マルチメディア論」2020/2021実習で分担作成）

人物01 真田昌幸
　真田一徳斎幸隆の第三子、天文十六年生る。
人物02 真田信之
　 真田昌幸の嫡男、永禄九年生る。母は寒松院三修氏、幼名を源三郎と言ふ。
人物04 真田幸村
　幸村は正幸の代二子、永禄十一年生ると云う。
人物05 仙石政俊
　先の小諸城主後上田城主たりし仙石忠政の	2021-07-21
	13	[image: 月窓寺]	月窓寺	このお寺は私のバイトしているスーパーの裏側にあり、スーパーの駐車場から頭だけ見える位置にあるので、ずっと気になっていた場所です。入り口は別の所にありますが、横側からでも入ることが出来ました。ですが、せっかくなので正面の入り口まで戻り、参拝しました。月窓寺は今回の調査の中で一番大きなお寺です。
月窓寺は、海野一族の真田幸隆公の弟、隆永公が開基です。境内には赤松小三郎の髪の毛を埋めた墓があります。
そして、月窓寺を調べたときに「山門は竜宮門(鐘楼門)で天井には龍の鏝絵が描かれています。」と書かれていたので実際に見てみると、見事に美しい龍が描かれていました。	2021-05-05
	14	[image: 真田十勇士小型像　現代アニメチック風に]	真田十勇士小型像　現代アニメチック風に	この像は真田十勇士の望月六郎蔵である。真田幸村と共に活躍したという真田十勇士は立川文庫が明治末に創作したヒーローである。
望月六郎は見てわかるように火遁が得意。早くから真田親子に従い影武者をした経験もある。
あの大河ドラマ真田丸でも活躍した経歴をもつ。
私はこの像が街中の交差点にあったとしても一際存在感を放つものであったと感じた。	2020-08-07
	15	[image: 望月六郎像　]	望月六郎像　	真田十勇士の1人である望月六郎像のモニュメント像である。
この像は真田十勇士の望月六郎を子供にもわかりやすいデザインにすることで子供にもわかりやすいものにした。私はこの像を見た時にとても興奮して、エモい匂いを感じた。	2020-08-07
	16	[image: 美容院]	美容院	生活圏内に美容院があるととても便利である。
町がコンパクト化されていると感じる。	2020-05-26
	17	[image: 謎の考える人]	謎の考える人	住宅街近くの空き地に謎に存在している、ロダンの「考える人」を模して造られた像。台座に富士山を思わせる意匠が施されているところが、オリジナル性であろうか。設置されることになった経緯などの説明は全くなく、極めて謎な存在である。おそらく市が建てたものであろうか、周辺市民には「税金 余ったのかな」などと言われている。前髪がなんだか「でろん」としてしまっているが、これがユーモアにあふれたデザインなのか技量の問題なのかは、誰も知るよしのないことである。	2020-05-25
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